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持続可能な地域とは？
➢ 将来世代まで豊かさを享受できること
➢ 環境・社会・経済が持続可能であること

観光は持続可能な地域づくりにつながっていますか？
➢ 環境・社会・経済に負の影響がなく、正の効果がある

持続可能な地域づくり



エコツーリズムとは

• 地域の自然環境を保全するために、持続的な
観光を通じて活動しながら地域に経済効果を
生みだし、その利益を地域社会の福利や環境
保全に還元させる仕組み。

エコツーリズム構成要素（国際エコツーリズム協会（TIES））
・生物多様性の保護への貢献
・地元住民の福利の維持
・インタープリテーション／学習経験がある
・ツーリストと観光業界の責任ある行動
・小規模ビジネスによる小規模グループを主とする
・再生不可資源の最低限の使用
・特に農山村地域住民の参加、ビジネス機会提供に力を注ぐ

※ツーリズムは、ツアーをつくりだし、実践する仕組みや考え方



エコツーリズム推進法について（2007年成立）

観光旅行者が、自然観光資源について知識を有する者から案内又は助
言を受け、当該自然観光資源の保護に配慮しつつ当該自然観光資源と
触れ合い、これに関する知識及び理解を深めるための活動をいう。

エコツーリズムの定義

背景

●観光による自然への悪影響（踏み荒らし、ゴミ散乱、混雑等）
→自然保護に配慮した観光の推進

●環境問題への関心の高まり
→実際に自然とふれあい、その仕組みを理解することが重要

主務大臣
環境大臣（環境省）、国土交通大臣（国土交通省観光庁）、

文部科学大臣（文部科学省）、農林水産大臣（農林水産省）



基本理念

・自然環境の保全
・観光振興
・地域振興
・環境教育の場としての活用



エコツーリズム推進基本方針（2008.6.26）

①観光、自然保護、農林水産業等に携わる人々、住民、行政などが
一堂に会して話し合い、

②地域が伝えたい魅力（宝）を見つめ直し、探し出し、

③その魅力を大切にしつつ磨き、

④観光旅行者に伝え、

⑤観光旅行者の感動を原動力にさらに玉を磨き、

⑥地域経済に活力を与えつつ、他産業との連携などの波及効果を拡
げる

エコツーリズム推進協議会の設置

資源調査・利用実態調査の実施

保全対策、利用ルールの設定、人材育成

プログラムの作成、広報、ガイドツアーの実施

モニタリング、評価、人材育成

観光産業の育成、持続可能な地域づくり

エコツーリズムを進めるための取組



エコツーリズム全体構想

基本方針
に即して
作成

全体
構想

・速やかに公表
・主務大臣へ報告

※エコツーリズム推進に係る連
絡調整を担当。

※モニタリング、全体構想の実
施状況の評価・点検
→構想の見直し

エコツーリズムを推進しようとする市町村は、関係者に広く参加を呼びかけ、法
第５条の規定に基づき、エコツーリズム推進協議会を組織することができます。



エコツーリズム推進全体構想が認定されると

１．地域資源の保護

これまで法的に保護措置が担保されてこなかった自然観光資源についても「特
定自然観光資源」に指定することで、汚損や損傷、除去、観光旅行者に著しく迷
惑をかける行為を禁止するなどの保護措置を講じることができます。

２．立入り人数の制限

必要に応じて、特定自然観光資源が所在する区域への立入り人数の制限を行う
ことができます。

３．広報

国が、認定地域の取り組みを全国にPRします。

４．道路運送法上の取り扱いの明確化

全体構想認定地域内において、エコツアー等の事業者がそのツアー参加者を対
象に行う送迎のための輸送について、対価を収受しない場合には、道路運送法に
基づく旅客自動車運送事業の許可を要しない。



エコツーリズム全体構想認定地域

①埼玉県
飯能市

③群馬県
みなかみ町

④三重県
鳥羽市

⑤三重県
名張市

⑥京都府
南丹市

⑦東京都
小笠原村

⑧北海道
弟子屈町

⑨富山県
上市町

⑩愛媛県
西条市、久
万高原町

⑪宮崎県
串間市

②沖縄県
座間味村、
渡嘉敷村

⑫鹿児島

県奄美市、
大和村、宇
検村、瀬戸
内町、龍郷
町、喜界町、
徳之島町、
天城町、伊
仙町、和泊
町、知名町、
与論町

⑰奈良県
川上村

⑬東京都
檜原村

⑭岐阜県
下呂市

⑮群馬県
前橋市

⑯熊本県阿蘇市、南
小国町、小国町、産
山村、高森町、南阿
蘇村、西原村、山都
町

⑱広島県
廿日市市

㉑滋賀県
東近江市

㉒沖縄県
竹富町

⑲岐阜県
白川村

⑳長野県
軽井沢町

2009（平成21)年以降、全国
で22地域が認定を受けている。
（2023年2月現在）



エコツーリズムを成立させるために必要なもの

①地域の自然や文化に対する知識や経験の案内

＝ ガイダンス（インタープリテーション）

②地域の自然や文化を保全・維持するための取り決め

＝ ルール

影響のモニタリング
モニタリング結果の反映



• 弟子屈町では、てしかがえこまち推進協議会を主体として、町の豊かな自然環境や恵まれた歴史・文化環境等の資源を保全しな
がら、これらを活用したエコツーリズムによる観光振興・地域振興を基軸とした持続可能な経済活動を目指している。

• 硫黄山の「噴気孔」は、大小合わせて1500箇所以上存在しており、その周辺では、火山ガス中の硫黄が昇華することで、黄色く美
しい針状の硫黄結晶を形成させている特徴的な景観をみることができる。

• 噴気孔は大小様々であるとともに厚さも薄く、内部の空洞の状況が目視では確認しづらい。また、上部ほど高品質な硫黄が形成さ
れているが、こうした部分は利用者に触れられやすい部分であることから、多数の者が無秩序に利用することにより、踏み抜きや反復
的に踏まれることなどにより、噴気孔の拡大や、硫黄結晶の損壊を招き、自然観光資源として損なわれるおそれがある。

特定自然観光資源「硫黄山の噴気孔」設定の背景

てしかがスタイルのエコツーリズム推進全体構想
（てしかがえこまち推進協議会）

• 人数制限を導入し、年間５万人を超えないこととし、１日130人（通年）を上限人数として設定。
• また、硫黄山の地理や噴気孔の特性等についての知見を有し、適切に利用者を案内・指導できる認定ガイドの同行を条件とするこ
とで特別な体験を提供するとともに噴気孔の適切な保護を図る。 参加料金 １名様9,900円（税込）

• 認定ガイドは、北海道アウトドアガイド資格を有していること、てしかがえこまち推進協議会が開催する硫黄山学の受講を修了してい
ること、などを条件

利用のルール

硫黄山の噴気孔

立入制限区域

登山道



• 西表石垣国立公園で、世界自然遺産に登録された西表島は自然と文化が豊かでエコツーリズムの先進地。
• 近年、自然体験型観光が増加しており、利用フィールドやガイド事業者の課題が生じており、全体構想と竹富町観光案内人条例
により、適切な観光管理の下で西表島におけるエコツーリズムの実現を図る。

全体構想策定の背景と目的

西表島エコツーリズム推進全体構想
（竹富町西表島エコツーリズム推進協議会）

特定自然観光資源 上限人数
ヒナイ川 200人/日
西田川 100人/日
古見岳 30人/日
浦内川源流域

（横断道）

50人/日

テドウ山 30人/日

立入りの上限人数

ゾーニング及び利用フィールドの位置図

※鳩間島及び仲御神島の陸地は対象範囲外

• 西表島及びその周辺海域を3つの利用区分にゾーニング。
• 自然体験型の利用が一定以上ある箇所を自然体験ゾーンとし、利用ルールや立入り制限を設けたうえで、竹富町観光案内人条
例との連携等により実効性を担保。

• 上記以外の世界自然遺産内は保護ゾーンとし、無秩序な利用を抑制。

利用の考え方

• 年間を通じて、特定自然観光資源に立入ろうとするものは事前に竹富
町長に申請を行い、承認を得る必要がある。

• 上限人数を設定するとともに、推進協議会が指定する要件を満たす者
の同行又は講習の受講等を承認の条件とし、特別な体験を提供すると
ともに特定自然観光資源の適切な保護を図る。

• 地域住民による利用、維持管理活動などは制限の対象外。

特定自然観光資源における人数制限

滝つぼの混雑の状況



注目が高まるアドベンチャー・トラベル
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• 海外（特に米国）では、アドベンチャー・ツーリズムの人気が高まっており、海外エージェントが日本に求
めるツアーでもアドベンチャーツーリズムを挙げる声が多い。

• ATTAによる試算では、世界全体の旅行市場の中で、アドベンチャー・ツーリズム市場が30％を占めている。
特に米国における市場規模の割合が大きい。マスツーリズムでは消費額のうち地域に残るのは14％に留ま
るのに対し、アドベンチャー・ツーリズムの場合は65%が地域に残るとされている。

出典：ATTA「Adventure Travel Overview & Market Sizing」よりJTBF作成

71.0%

56.2%

36.4%

35.8%

35.2%

32.1%

27.8%

0.0% 10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%70.0%80.0%

従来のゴールデンルートツアー

日本料理と精進料理の美食ツアー

健康増進や幸福感を重視したウェルネスツーリズム

国立公園などのアドベンチャーツーリズム

リゾート地のプライベートヴィラに滞在するリラクゼーションツ…

サステナブルツーリズム関連ツアー

農業体験や環境保全などのグリーンツーリズム

出典：JTBグローバルマーケティング＆トラベル「GMT調査」よりJTBF作成

今後、日本に力を入れてプロモーションしてほしいツアー



国立公園の保護と利用の好循環により、

優れた自然を守り地域活性化を図る
◆ 日本の国立公園のブランド力を高め、国内外

の誘客を促進。利用者数だけでなく、滞在時
間を延ばし、自然を満喫できる上質なツーリ
ズムを実現。

◆ 地域の様々な主体が協働し、地域の経済社会
を活性化させ、自然環境の保全へ再投資され
る好循環を生み出す。

国立公園の優れた
自然環境

地域の産業の活性化
地域の持続的な発展

地域資源として
自然の価値向上

最大の魅力は
自然そのもの

保護 利用

「明日の日本を支える観光ビジョン（2016年3月）」の柱の一つに国立公園が位置づけられる

2016年～ 国立公園満喫プロジェクト開始

【訪日外国人の国立公園利用者数】 490万人（2015年） →667万人（2019年）

国立公園満喫プロジェクト
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【地形】 南北に長く、標高差があり、地形も複雑で狭い国土 【制度】 日本を代表する「傑出した自然の風景地」として国が指定

人が手を入れ共生して
きた自然がある

【気候】 四季がある

多様性に富む34の公
園（動植物、景観）が

ある

同じ公園・同じ場所で
も時によって違う景色を

見せる

自然と人々の共生による
生活・文化を体験できる

地域の資産である地域性である

地域の人々やレンジャーたちが対話
し守ってきた歴史を学ぶことができる

保護し、また利用に係る
整備をしてきた

一期一会の自然風景の
多様性を感じることができる

自然風景・自然体験・文化体験の
多様性に感心する

自然と人の共生で生まれた
歴史や物語が心に響く

事実・ファクト

多様な自然風景と、生活・文化・歴史が凝縮された
物語を知ることで、忘れられない唯一無二の感動や体験ができる。

その自然には、物語がある。

提供価値

機能価値

情緒価値

日本の特徴

ブランドメッセージ

平成28年度国立公園満喫プロジェクトプロモーション計画策定等事業実施業務を改変 15

日本の国立公園のブランドコンセプト



風景の捉え方（概念）

視点場

眺望対象

対象場

 

利用拠点

「風景の利用」と「風景の保護」

情報（ストーリー・保全の仕組み）
体験・語り・ガイダンス・VC等施設

「情報」の付加による「感動」と「学び」
→Transformation（意識変容、行動変容）

風景

物見遊山から感動と学びの旅へ



上質なツーリズムの５つの要素
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◆ 物語（ストーリー）：自然の成り立ちと人の営みを伝える
→公園ごとのストーリーを明確に、他の公園との違いも明らかに
→食や工芸、祭祀などとのつながりを位置付け、魅力の向上、
地産地消などによる地域経済に貢献

◆ インタープリテーション：感動と学びをサポートする
→来訪者にもたらしたい体験を明確に
→体験コンテンツ及びツアーの造成、ビジターセンターや標識等の
施設整備などの方針

→参加者の個性や経験に関連付けて、新しい世界を開いて見せる
インタープリターの人材育成が重要

◆ ルール：保護と利用の好循環を生む
→規制や制限は唯一無二の感動と体験を提供する仕組み
（感動を与える自然の保護、人数制限よる限定体験・圧倒的感動）
→協力金等により、自然環境の保全や野生生物の保護に貢献



上質なツーリズムの５つの要素
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◆ 体験コンテンツ：自然や文化を五感で体験
→『国立公園における自然体験コンテンツガイドライン』策定
→コンテンツ造成、安全対策・危機管理、環境への貢献・持続可能
性の三つの観点から、高付加価値化の手助け

◆ ツアー化：商品化
→物語に沿って、複数のコンテンツ、宿泊、移動を組み合わせ
→上質な宿泊施設や食、限定体験などと組み合わせて高付加価値化
→旅行者のニーズを理解して、その旅行者のためだけのストーリー
を立て、行程を組み立てられるコーディネーターの育成が課題



■国立公園における自然体験ガイドラインの構成
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環境省の主な支援策①（認定地域への支援）

エコツーリズム推進全体構想認定地域ネットワーク会議

○日本全体のエコツーリズムの推進や認定地域による活動を促進するため、
エコツーリズムの取り組みを進める上での課題や成果を共有し、
認定地域間の連携による課題解決などを図る

※具体的取組：優良事例の学び合い、相互アドバイザー訪問、全体での勉強会
自主財源確保や人材育成、インバウンド対策等の課題を協働で研究、全体での情報発信等

○全体構想認定地域について、パンフレット等でＰＲするとともに、
一年に一度、各地域の取組をとりまとめて全国ＰＲする。

○全体構想認定地域には、希望に応じて、「ツーリズムEXPO」にブース出展
※情報発信のほか、商談会も実施
○そのほか、希望に応じて、環境省主催のイベントでのPRに参加

ＰＲ
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○エコツーリズム等に取り組む地域協議会等へ支援
○地域協議会は多様な主体で構成(市町村の参加は必須)
○プログラムづくり等に要する経費の２分の１を交付
（※全体構想を作成しようとする協議会に対し３年を限度に）

エコツーリズム地域活性化支援事業（交付金）

○エコツーリズム等を活用して地域活性化に取り組む地域を対象に、
ビジターセンターなどの拠点施設のスタッフや、
体験プログラム、エコツアーなどを企画・実施する事業者や
ガイド、コーディネーターなど、地域における持続可能な仕組み構築に向けた
キーマンとなる人材の育成支援を行う。

○集合研修に加え、有識者をアドバイザーとして派遣するなど、
エコツーリズムの推進にあたっての課題解決を含め支援。

自然資源を活かすエコツーリズム・インタープリテーションの人材育成支援事業

エコツーリズム大賞

○エコツーリズムに関連した活動について、優れた取組を表彰し、広く紹介する
○エコツーリズムの普及と、エコツーリズムに取り組んでいる団体や事業者の

モチベーション向上や取組レベルの向上を目指し、エコツーリズム大賞を実施
※大賞、優秀賞、特別賞、パートナーシップ賞などがある

環境省の主な支援策②（認定地域に限らない支援）



エコツーリズム実現の鍵は協働（パートナーシップ）

➢ エコツーリズムの対象は地域の全て
（自然・文化・社会）

➢ 地域にお住まいの方、ガイドなどの観光事業者、DMO、
NPO、専門家、土地の所有者、関係行政機関、地方公共
団体など多様な主体の協働（パートナーシップ）がカギ

➢ 協働とは、目的を共有しながら、それぞれが持つ個性や
力を生かして主体的に役割を果たすこと

➢ 地域の宝探しや全体構想の策定は、地域の魅力を再発見
し、それを観光で生かすともに将来に引き継ぐ方法を考
え共有するとともに、協働を導き、プレイヤーを生み出
すプロセス
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